
The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Soolety 　of 　Eduoatlonal 　Soolology

中間 ・大衆の 問題構制
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　本研 究は 目本の 社会科学に よ る 貨本社会 の

自己認識 を辿 りなおす試み で ある。具体的には

社会の く中間〉層を ど の よ うに論 じて きたの か 、

そ の 問題 構制 の
一

端 を明 ら か に す る こ とを 目

的 とす る 。
こ こ で 〈中間〉とさ しあ た り便宜的

に呼ぶ もの は 、 具 体的には 政治学 ・経済学 ・社

会 （心理）学な どの 社会諸科学の 言説 の な かで 、

“

中等階級 ・中産階級 ・中流階級 ・中流 ・中問

階級 ・中間階層 ・中間層 ……”

として 言及 され

て きた もの の 総体で あ る 。

　現代 日本 の 社会科学史の 始点が 1920 年代に

求め られ る こ と、お よび究極的には マ ル ク ス 主

義 との 関係性 の とりか た の うちに 言説の 布置

連関 とそ の 展 開が把握され る こ と（庄司 1975）

は前提 と され て よ い だ ろ う。そ の うえ で 上記の

く中間〉をア ジ ェ ン ダ と した社会科学の 問題構

制 を問 うこ との 意義は以下に あ る 。 第
一

に、そ

れが マ ル ク ス 主義の 言説 とその 否定 ・修正 を主

張す る言説 との 対立 の 主要 な結節点を構 成 し

て きた とい う経緯 。 第二 に 、〈中間〉 をどう処

遇す るか は大文字の 〈政治〉の 動向を規定す る

位置づ けも有 して きたこ と。第三 に、当然の こ

となが らそ こ で の 問題構制か ら一 「学力低下」

論 な ど新たな バ リエ ーシ ョ ン を加 えなが ら
一

今 日 われ われ もまた 自由で ない こ と 。 した が っ

て 、ここで の 検討 を通 して 、今後も階級 ・階層

の ターム で社会 を記述 ・分析す る こ との 有効性

の 範域を確認 したい 、とい う欲求が底流の 問題

意識 と して存在 して い る こ とは指摘 して お く。

　本 報告 で は 対象 とす る 言 説 群 を、（1）社会科

学者 を中心的な論者一場合 に よ っ て は ジ ャ
ー

ナ リス ト・評論家 ・マ ー
ケ ッ ターをも含んだ知

識人
一

般一と し、（2） 〈中間〉を 「同時代的に 」

論 じ る こ と で そ の とき どきの 社会の 自 己 認識

を示 した と考 え られ るもの 、に限定 した。＜＜具

体的な手続きにつ い て の 詳細は当 日発表〉＞
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　 l920 年代、第
一

次大戦に よる未 曽有の 経済

発展 とそ の後 の 「階級 分化」 「階級闘争」の 激化

を うなが した戦後恐慌 の 時代 に 最初 の ま とま

っ た く中間〉論が形成 され た 。 したが っ て、日

本の く中間〉論は た とえばイ ギ リス にお け る よ

うな市民社会の 発 展の 担い 手 と して の 歴 史的
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実体 を ともな っ た人 間像 として語 られ る こ と

はな く、当初か ら社会の 主要な敵対的諸階級一

すなわ ち資本家階級 と労働者階級一の 問 に 中

間的な位 置を占め る存在 として 論 じ られ た。昭

和恐 慌 か ら 1930 年 代初頭 に かけ て は く中間〉

の
“

衰退 ・没落 ・滅 亡
”

が キ
ー

ワ
ー

ドと し て 語

られ 、30 年代後半か ら 40年代に か けて は、〈中

間〉 の
“
保護 ・育成

”

が主な論題 とな っ て い く。

　 「階級対立 の 統合の 媒体」 「階級 闘争の 緩衝

帯 」 「階級調和 の 連結環」 として く中間〉 を規

定す る立 論は 、秩序 を安定 させ る必要 の あ る
“
仕会全 体

”
を設定 し、そ の なか に お け る部分

と して の 〈中間〉を区別 ・析出す る。その とき

諸言説間で 仲 間）として想定 され て い るもの

の 具体的 内実は高度に
一

致 して お り、「〈中間〉

とは 誰な の か 」と い うこ と の 問 い 返 しが存在 し

な い 。〈中間〉は
“

資本家一労働者
”
、

“

．ヒ流一下

流
”
とい っ た外 部の 存在 を 自明 の 前提 として論

じられ て い る 。

　 したが っ て 、こ こ で 問題化 され て い た の は危

機に ある とされた全体社会で ある。〈中間〉は

全 体社会が危機で あ る とい う時代 の 診断 と 、 そ

れ に対す る処方 箋 とを浮か び 上 が らせ るた め

に設定 された論理 的媒介項で あ り、その 外延に

お い て も内包に お い て もゆらぎな い 自明 性 を

ともな っ た 〈実体〉で あ っ た とい え る。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 皿

　 1950年 代の 後半 か ら 1960年代の 前半に か け

て 、（1）大衆社会論争、（2）新中閼層論争、（3）
中産階級化論争 とい う3 つ の 次元を通 して 〈中

間〉論は新 しい 局面 を呈す る。こ こ で の 問題設

定が 基本的な枠組み と して 、 こ れ 以降 1970 年

代前半まで の く中間〉論 を形成す る 。

　 （D は社会 の 根源的な存在様態を どの よ うに

捉 える の か とい う点に つ い て、階級原理 に着眼

して 把握す る 立場 の マ ル ク ス 主 義に対 して 、近

代政治学 ・社会（心 理）学が 「大衆社会」の 形成

とい う視 点か ら現代社会 を捉 え る べ く提 起 し

た議論に端を発す る 。
マ ル ク ス 主義の否 定 ・修

正 を要求す る大衆社会論は、理論 上、消極的に

は
“
新中間層 ・新中間階級 ・新中産階級 …”

の

存続 も しくは増大 1こ よ り、また積極的には
“
中

間層
” ・労働者階級 の 双 方に 「大衆」 心理 の 優

越性 が認め られ る こ とに よ り、そ の 妥当性 が担
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保 される の で 、どち らの 社会認識が妥 当な の か

とい う判定は 、
“
（新） 中間層

”
の 客観的条件

（「存在 として の 中問層」）の 検討 と、意識面 で

の 「中間文化 」 「中間層 イデオ ロ Si −一
」 （「意識

と して の 中間層」）の 浸透の 検討 とを通 じ て な

され た 。 した が っ て 、 こ こ で は
“
新中間層

”
の

現状分析 とその 評価を中心 とし た （2）の 議論

を不 可避的に付随 しつ つ 、〈申間 〉論 が展 開 さ

れ た 。

　 こ の 問題設定にお い て 問題化 された の は 、社

会変革 の 戦略 と密接に結び付 けられた、対立す

る社会認識 の 優位性 ・妥当性 を判定す るメ ル ク

マ ール とし て の 〈中間〉 である。〈中間〉概念

が、無境界性 を特徴 とす る 〈大衆〉概念に 擦 り

寄 られ る こ と で 、その 外延一 “

新申間層
”

を労

働者階級の
一

部 とし て み る べ きか 、 それ と も
“
旧 中間層

”
とな らぺ て 労働者階級か ら区別す

べ きか 一
におい て も、内包一 〈中間〉内の構成

一
にお い て も、か つ て 共有 されて い た 自明性 を

失い 、それ 自体が言説 内容 の 中核 を形成す る こ

とにな っ た 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 N

　前節 で検討 した時期 の 閔題 設 定 には 、（3）中

産階級 化論争 とい う大 文字 の 〈政治〉を媒介 と

した次元に お ける議論 を通 じて 、別様 の 論点が

付 け加 え られ て い る 。

　 自由民主党に お ける 『政治哲学要綱』で の 中

産階級育成論 、他方で 民 主社会党の 結党に とも

な う 『民 主社会党暫定綱領』にお ける 中産階級

化政策、とい う保革双方か らの 中産階級化政策

の 提唱 に よ っ て 、〈中問〉をめ ぐる言説は独 自

の 展開 を促 された。

　 こ こ で い う中産階級 化政 策 とは、「全 国民の

中産 階級化」 「中産階級の 育成」 を達成す るた

め の 具体的 目標 を付随 した政治プ ロ グラ ム の

こ とで ある。こ こ にお い て
一

方で は　前節の 繰

り返 しに な るが
一

、〈中間〉が現 に ど うある の

か の 具体的把握 が なに よ りも重要 な課題 とな

っ た。〈中間〉 が実際 の 政治実践上 で 問題化 さ

れ る ことに よ っ て、〈中間〉 が は らむ概念の 曖

昧性や シ ン ボ ル と して
一

人 歩 き して しま う性

格 が 自覚化 され、〈中間〉内部の 相違や断層 な

どの 構成 を解明す る こ とに焦点が あ わ され て

い っ た の で あ る。

　 し か し、他方 で 、中産階級化論にお ける 「全

国民 の 中産階級化」 「中産階級の 育成」 とい う

政治課題は 、 H 節で検討 した 1930 年代後半か

ら 40 年代に か けて論題 とな っ た く中問〉の
“

保

護 ・育成
”

とは 明 らか に異 なる問題 構制 を とも

な っ て い た。

　第一
に く中間〉 の 実体に 関す る 自明性 が失わ

れ たた め、第二 に 実体的な 〈中問〉把握の まま

「全国民 の 」中産階級化を 達成す る とい うこ と

それ 自体が論理 内在的に 不可能で ある こ とに

よ っ て、中産階級化論では 、

“
中産階級

”
を
一

次 元的な所得 の 多寡の 問題 へ と矮小 化す る論

点 が用意 された。そ の 上で 高額所 得者の 引き下

げ と低額所得者 の 引 き上 げ とに よ る所得格差

の 平準化 の 問題 と し て
“

中産階級 化
”

の 是非 と

可否 とが論 じられる こ ととな っ た 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 V

　 1970 年代の 後半に なっ て 、それ以降 の く中

間〉論 （の 不可能性）の 基底をなす問題設 定が

うみ だされ た。それ は く中間〉把 握が 噺 中間

大 衆」把握 へ と移行す るなか で 出現 した設 定で

ある。

〈中間〉 は 〈大衆〉 と対置 される こ とで 、言及

可能な対象 と して 問題化 され 、問 い と議論 の 焦

点をな して い たが 、こ こ に お い て く中間〉が 〈大

衆〉 に シ フ トし取 り こ ま れ る こ とに よ っ て 、

〈中間〉はそれ 自体が問い の 対象で あ る よ りも
一

と同時 に
一

、〈全 体〉 を指示す る シ ン ボ ル と

な っ た。

　 こ こ で の 〈中間〉 （＝ 「新中間 大衆」）は 、「自

分 を区別す べ き下層 をもた ない 。……
そ して ま

た上層 も存在 しない 」 も の 、すなわ ち く全体〉

と して問題 化 され る 。 また 、〈中間〉 （＝ 「新中

間大 衆」）は 、その 意識 にお ける 均質化 と、
一

次元 的な所得 に よ る評価基準 へ の シ フ トとそ

こ で の 平準化 とを根拠 として存在が規定 され

る こ ととなっ た 。 実体的な部分 を表 すシ ン ボル

と して く中間〉が 失効する と同時 に （（中間〉

の 不在）、全体を指示す る シ ン ボ ル として 〈中

問〉が拡散 した （〈中間 〉 の 遍在）。

　 こ うした問題設定に 準拠 した社会認識か 、さ

もなければ、それに対す る否定 ・修 正 とい うか

た ちで議論が展開 され る の が 、こ れ 以降の 基本

的 な枠組み で あ る。換言すれ ば、1920 年代以

降、マ ル ク ス 主義が言説 の 布置連関 の座標軸を

提供 して きた の に 対 して 、こ こ に お い て 非 マ ル

ク ス 主義 が とっ て か わ っ た とい うこ とで ある。

そ れ が
“
総 中流

”“
中流社会

”
認識 と、それ を

基盤 とした うえ で の 否 定とし て の
“

中流幻想
”

‘‘
中流崩壊 ・分解 ・分極 ・亀裂…… ”

認識 が お

りなす問題構制で ある。
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